
 

 

 

前田征紀「溌墨智異竜宮山水図」 

会期：2018年 6月 30日（土）- 7月 28日（土） 

会場：タカ・イシイギャラリー 東京 

オープニング・レセプション（開場）：6月 30日（土）16:00 - 20:00 

  

 

タカ・イシイギャラリーは、前田征紀の新作展「溌墨智異竜宮山水図」を開催いたします。タカ・イシイギャラ

リーでは 6年ぶり 3回目の個展となる本展では、最新作 6点を展示いたします。 

 

本展タイトルにある「竜宮」は、龍神が住むという想像上の宮殿で、その場所の多くは岩穴の奥や海の底、もし

くは海の地平線の彼方にあるといわれる。『古事記』によると「魚鱗のごと造れる宮室、それ綿津見の神の宮」と

ある一方、『平家物語』では、死者の赴く世界（巻 11「先帝御入水の事」）のように記されている。現在、作家が

暮らす京都北部の里山は古代、大陸の百済から人が渡来し開村したと言われ、百済から北緯 35度沿いには竜宮伝

説がある。また、龍について別の視点から考察した前田は、それは縄文時代の精神であり、古代に封印され、い

ま解放されるものだという。そして、里山の奥にある谷の草葺屑屋の住居とアトリエを、この世とあの世のあわ

いの様なところと感じた前田は、そこを「竜宮」と名付けた。今回の個展では、その竜宮と山里にある水、水晶

まじりの石、屋根の茅、囲炉裏の灰などを用いたインスタレーション作品を発表する。 

 

今回の作品を『溌墨智異竜宮山水図』、『溌墨智異竜宮瀧図』、『溌墨水囲炉裏』などと名付けたように、本展は水

を通し、あたらしい“波動の光景”を現出させる試みとなる。石・岩・磐（イワ）の語源は、「イワウ（イワフ）」、

「祝う」に発する。「イワウ」は、神を祀ることを意味し、石は地上にありながら、地下から湧出する生命・霊魂

の威力を包み込んだ存在で、地下に眠る霊魂の象徴でもあり、神の依代と考えられた。竜宮の地から掬い上げら

れたその石は、墨を溶かした川水をくぐり、地の波動の藁でできた和紙に伝えることとなる。和紙の原料となる

藁は、紙漉士の手を介し紙となり、前田による石や墨の動きで具現化されていく。自然と人の活動で紡ぎ出した

純粋な依代に、竜宮の精神的な空間が鑑賞者の前に表出される。 

 

古代の日本では、自然崇拝が本質とされていた。自然なるものすべてに神の遍在をみるもので、山も海も川も神

であり、太陽も月も星も、雨も風も雷も、そして季節や時間も神である。すなわち、この世界、この宇宙に神な

らぬものはなく、神とともに在る、という思想であり、前田の作品群は、これらの“神々”と人の活動によって現出

する形の数々と捉えることができるだろう。こうした古代に通じる思想の片鱗を前田の活動と作品を通して感じ

ることができる。 

 

 



 

 

前田征紀は 1971年生まれ。現在、京都北部の里山にある草葺屑屋を拠点に活動。写真、立体、絵画などで自身の

経験した事象を主体とした精神的な空間を表現している。「Space for Your Future」東京都現代美術館（2007年）に

参加し、2009年に初個展「UNIVERSAL LOVE」をタカ・イシイギャラリーにて開催。その後「MOTコレクショ

ン Plastic Memories―今を照らす方法」東京都現代美術館（2010年）、「ヨコハマトリエンナーレ 2011 OUR MAGIC 

HOUR―世界はどこまで知ることができるか？」横浜美術館（2011年）に参加し、2度目の個展「ECHOES」タカ・

イシイギャラリー（2011年）を開催。近年、コズミックワンダーと工藝ぱんくす舎として「お水え いわみのかみ

とみず」島根県立石見美術館（2016年）、「かみ」資生堂ギャラリー（2017年）を開催。 

 

 

是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますよう宜しくお願いいたします。尚、掲載用写真の貸出など、御質問がございましたら、

下記までお問い合わせ下さい。 

 

タカ・イシイギャラリー 展覧会担当：岡本夏佳 プレス担当：増山貴之 

〒106-0032 東京都港区六本木 6-5-24 complex665 3F tel: +81 (0) 3 6434 7010 fax: +81 (0) 3 6434 7011 

e-mail: tig@takaishiigallery.com website: www.takaishiigallery.com 

営業時間：11:00-19:00 定休日：日・月・祝祭日 
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